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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光部を保持し、ベース部材に形成される収納部に収納される収納位置と前記収納部か
ら突出した発光位置との間を移動する発光部ユニットを備える撮像装置であって、
　一方端が前記発光部ユニットに軸支され、他方端が前記ベース部材に軸支されるアーム
部材と、
　前記アーム部材に対して前記発光部ユニットを前記発光位置に向けて付勢する第１付勢
部材と、
　前記発光部ユニットが前記収納位置から前記発光位置へ移動する場合に、前記第１付勢
部材の付勢力に抗して、前記アーム部材に対する前記発光部ユニットの回動を規制する規
制手段と、を備え、
　前記規制手段は、
　前記第１付勢部材の付勢方向とは逆方向に前記発光部ユニットを付勢する第２付勢部材
を有する第１規制部と、
　互いに連結された第１リンク部材および第２リンク部材と、前記ベース部材に形成され
るカム部を有する第２規制部と、を備え、
　前記第１リンク部材の一方端は、前記アーム部材が軸支されている部分とは異なる部分
にて前記発光部ユニットに軸支され、前記第１リンク部材の他方端は前記第２リンク部材
に軸支されており、
　前記カム部に係合するフォロワ部が形成された前記第２リンク部材は、前記アーム部材
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に対して回動可能に取り付けられており、
　前記発光部ユニットが前記収納位置から前記収納位置と前記発光位置との中間位置まで
移動する間には、前記第１規制部および前記第２規制部によって、前記アーム部材に対す
る前記発光部ユニットの回動が規制され、
　前記発光部ユニットが前記中間位置から前記発光位置まで移動する間には、前記第１規
制部による前記発光部ユニットの回動規制が解除され、前記第２規制部のみによって、前
記アーム部材に対する前記発光部ユニットの回動が規制されることを特徴とする撮像装置
。
【請求項２】
　前記発光部ユニットは、発光部カバーを有し、
　前記発光部ユニットが前記収納位置に位置する場合に、前記第２付勢部材の付勢力によ
って、前記発光部カバーの一部が前記ベース部材に当接することを特徴とする請求項１に
記載の撮像装置。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、可動式の閃光発光部が内蔵されたデジタルカメラ等の撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　小型でレンズ鏡筒が大径のデジタルカメラ等では、レンズ鏡筒の先端でストロボ光が遮
られて被写体に届かなくなる、所謂「ケラレ」を防止するため、ポップアップ式のストロ
ボユニットが内蔵されたものがある。ポップアップ式のストロボユニットは、ストロボ発
光部を有する可動部材が、カメラ本体部内の収納位置とカメラ本体部から突出した発光位
置との間で移動する。可動部材をカメラ本体部内の収納位置から発光位置に移動させる機
構として、２つの回動軸を用いたポップアップ機構があり、カメラの小型化の要請から、
可動部材の収納スペースが少なくて済むという利点がある。２つの回動軸を用いた機構に
より、カメラの高さ方向に加え、レンズ鏡筒の光軸方向にて被写体側にストロボ発光部を
移動させて、ポップアップ量を抑えつつケラレを回避できる。
【０００３】
　２つの回動軸を用いたポップアップ機構は、アーム部材を回動させる第１回動軸がベー
ス部材に支持され、発光部ユニットを回動させる第２回動軸がアーム部材に支持された構
成である。ポップアップ動作の途中で第１回動軸及び第２回動軸はバネの付勢方向に回動
する。ストロボ発光部は、バネの付勢方向、つまりカメラ後方に煽られながらポップアッ
プする。したがって、ストロボ発光部の後方にカバー部材や部品が存在した場合、ストロ
ボ発光部がポップアップ動作中にそれらと干渉する可能性がある。あるいは、ストロボ発
光部と部品との干渉を避けるために、ストロボ発光部の周辺形状を開口部にする必要があ
る。
【０００４】
　特許文献１では、ストロボケースのフロントカバーへの衝突回避を目的として、ポップ
アップ状態から収納状態へ遷移する際に、途中から所定の角度範囲で、ストロボケースが
支持板に対して回動出来なくなる構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１５１７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に開示された従来技術では、ストロボ発光部はカメラ前方（
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被写体側）に倒れることを規制するために、カメラ後方に煽られてしまっている。
【０００７】
　図８に例示する機構を参照して、ストロボ発光部５０１の挙動の規制について説明する
。この例では、ストロボ発光部５０１の動きを規制するリンク機構５０２を設け、ポップ
アップ中にリンク機構５０２に接続されたフォロアピン５０３がカム部５０４を沿って移
動する。フォロアピン５０３とカム部５０４は摺動部であり、さらにカム部５０４に砂や
ゴミ等が混入する場合に備えてクリアランスが設けられている。
【０００８】
　図８に例示する構成では、特にポップアップ動作の開始時点にて、ストロボ発光部５０
１の回動時のフォロアピン５０３の移動方向と、カム部５０４の切り欠き方向が平行であ
る。このため、ストロボ発光部５０１の回動のガタが大きいと、ポップアップ中にストロ
ボ発光部５０１が後方に煽られる挙動を完全に規制することはできない。そこで、本発明
の目的は、発光部ユニットが収納位置から発光位置へ移動する場合に、発光部ユニットが
後方に煽られることのない撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決する為に、本発明は、発光部を保持し、ベース部材に形成される収納部
に収納される収納位置と前記収納部から突出した発光位置との間を移動する発光部ユニッ
トを備える撮像装置であって、一方端が前記発光部ユニットに軸支され、他方端が前記ベ
ース部材に軸支されるアーム部材と、前記アーム部材に対して前記発光部ユニットを前記
発光位置に向けて付勢する第１付勢部材と、前記発光部ユニットが前記収納位置から前記
発光位置へ移動する場合に、前記第１付勢部材の付勢力に抗して、前記アーム部材に対す
る前記発光部ユニットの回動を規制する規制手段と、を備える。前記規制手段は、前記第
１付勢部材の付勢方向とは逆方向に前記発光部ユニットを付勢する第２付勢部材を有する
第１規制部と、互いに連結された第１リンク部材および第２リンク部材と、前記ベース部
材に形成されるカム部を有する第２規制部と、を備える。前記第１リンク部材の一方端は
、前記アーム部材が軸支されている部分とは異なる部分にて前記発光部ユニットに軸支さ
れ、前記第１リンク部材の他方端は前記第２リンク部材に軸支されており、前記カム部に
係合するフォロワ部が形成された前記第２リンク部材は、前記アーム部材に対して回動可
能に取り付けられている。前記発光部ユニットが前記収納位置から前記収納位置と前記発
光位置との中間位置まで移動する間には、前記第１規制部および前記第２規制部によって
、前記アーム部材に対する前記発光部ユニットの回動が規制され、前記発光部ユニットが
前記中間位置から前記発光位置まで移動する間には、前記第１規制部による前記発光部ユ
ニットの回動規制が解除され、前記第２規制部のみによって、前記アーム部材に対する前
記発光部ユニットの回動が規制される。
 
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、発光部ユニットが収納位置から発光位置へ移動する場合に、発光部ユ
ニットが後方に煽られることのない撮像装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施形態における撮像装置の斜視図である。
【図２】本実施形態における撮像装置の分解斜視図である。
【図３】本実施形態におけるストロボユニットの分解斜視図である。
【図４】本実施形態における発光部アームユニットの収納状態及び移動開始状態を示す側
面図である。
【図５】本実施形態における発光部アームユニットの移動状態を示す図である。
【図６】本実施形態における発光部アームユニットの移動状態を示す図である。
【図７】本実施形態における発光位置でのストロボユニットを示す図である。
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【図８】ストロボ発光部の挙動を規制するためのリンク機構を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。本実施形態に
係る撮像装置として、デジタルカメラを例示する。被写体側を正面側と定義して各部の位
置関係を説明する。
　図１は、撮像装置１０１を正面から見た場合の斜視図である。図１（Ａ）は、電源オフ
状態において、発光部ユニット３０１（図３参照）が撮像装置１０１の装置本体部内に収
納された収納位置にある状態を示す。図１（Ｂ）は、電源オン状態において、発光部ユニ
ット３０１が撮像装置１０１の装置本体部から突出した発光位置にあるポップアップ状態
を示す。図１（Ｃ）は、電源オフ状態において、ストロボユニット１０７が撮像装置１０
１の装置本体部から突出した発光位置にあり、不図示の回動軸を中心としてチルト液晶ユ
ニット１１０を被写体側に１８０°回転させた状態を示す。
【００１３】
　撮像装置１０１の装置本体部の正面側には、フロントカバーユニット１０２及び鏡筒ユ
ニット１０３が配置されている。鏡筒ユニット１０３には、レンズバリア１０４が組み込
まれており、収納位置でレンズバリア１０４は閉じた状態である。撮像装置１０１の側面
部には、サイドカバーユニット１０５が組み込まれている。サイドカバーユニット１０５
には、ストロボレバー１０６が配置されている。撮像装置１０１の上面部には、発光部ユ
ニット３０１（図３参照）を有するストロボユニット１０７と、外装部材であるトップカ
バーユニット１０８が配置されている。撮像装置１０１の装置本体部の背面側には、リア
カバーユニット１０９、チルト液晶ユニット１１０が配置されている。
【００１４】
　撮像装置１０１の装置本体部の内部構造体は、フロントカバーユニット１０２、サイド
カバーユニット１０５、トップカバーユニット１０８、リアカバーユニット１０９、不図
示のジャックカバーユニット、ボトムカバーによって覆われている。トップカバーユニッ
ト１０８には、パワーボタン１１１、モードダイヤル１１２、露出ダイヤル１１３、ズー
ムレバー１１４及びレリーズボタン１１５が配置されている。撮影者がパワーボタン１１
１を押下するとレンズバリア１０４が開き、鏡筒ユニット１０３が前方へ繰り出し、図１
（Ｂ）に示す電源オン状態（または撮影可能状態）となる。
【００１５】
　発光部１１６を含むストロボユニット１０７は、撮像装置１０１の装置本体部に設けら
れた不図示の軸によって軸支されており、この軸を中心にして回動可能である。撮影者が
ストロボレバー１０６を押し下げることにより、発光部１１６を外部に露出させるように
ストロボユニット１０７が回動してポップアップ状態となる。撮像装置１０１の制御部（
不図示）は、ストロボユニット１０７のポップアップ状態にて、被写体の明るさを判断す
る。被写体が暗いと判断された場合、発光部１１６が被写体の明るさに応じた光量で発光
する。但し、ストロボユニット１０７が発光位置にあるときでも、撮影者は、発光部１１
６の発光／非発光を任意に選択できる。発光位置にあるストロボユニット１０７は、撮影
者が手動で装置本体部側に押し込むことにより、収納位置へ戻すことができる。図１（Ａ
）に示す収納位置にて、発光部カバー３０４（図３参照）はトップカバーユニット１０８
と同一の平面上に位置する状態となる。
【００１６】
　図１（Ｃ）に示すように、撮影者は、チルト液晶ユニット１１０を被写体側に１８０°
回転させることができる。つまり、撮影者は自分を被写体として、いわゆる自分撮りを行
う場合に適宜、チルト液晶ユニット１１０の画面１１７で撮影画角を確認することができ
る。図１（Ｃ）の状態でも撮影者は、ストロボレバー１０６を操作してストロボユニット
１０７をポップアップ状態とし、発光部１１６の発光／非発光を選択し、レリーズボタン
１１５を押下して撮影が可能である。
【００１７】
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　次に、図２を参照して撮像装置１０１の構成を具体的に説明する。図２は、撮像装置１
０１の分解斜視図である。
　撮像装置１０１の装置本体部は、主たる構造体であるメインシャーシ２０１を備え、当
該シャーシに各ユニットが保持された構成を有する。メインシャーシ２０１は、正面側に
て鏡筒ユニット１０３をビスによる締結で保持する。また、メインシャーシ２０１は電池
ボックスユニット２０２を保持する。電池ボックスユニット２０２はメイン基板２０３を
保持している。
【００１８】
　メインシャーシ２０１は、その背面側において、ジョグダイヤルユニット２０４、リア
カバーユニット１０９、チルト液晶ユニット１１０、ヒンジカバー２０７を保持する。ジ
ョグダイヤルユニット２０４には、電池ボックスユニット２０２側の側面において、ジャ
ックカバーユニット２０５が不図示のビスにより締結される。
【００１９】
　撮像装置１０１の上面側において、メインシャーシ２０１は、トップカバーユニット１
０８を保持する。また撮像装置１０１の底面側において、ボトムカバー２０６は、メイン
シャーシ２０１と電池ボックスユニット２０２に対して不図示のビスにより締結される。
ストロボユニット１０７は、メインシャーシ２０１に対して不図示のビスにより締結され
る。メインシャーシ２０１は、ストロボユニット１０７側の側面において、無線モジュー
ル基板２０８とサイドカバーユニット１０５を保持する。
【００２０】
　図３は、ストロボユニット１０７の分解斜視図である。
　ストロボユニット１０７は発光部ユニット３０１を有する。発光部ユニット３０１は、
発光部１１６、発光部フレキシブルプリント基板３０２、発光部ホルダ３０３、及び発光
部カバー３０４を備える。発光部フレキシブルプリント基板（以下、発光部フレキという
）３０２は、発光部１１６と後述の回路基板（ストロボ基板３１６）を接続する配線部材
である。
【００２１】
　発光部１１６は、Ｘｅ（キセノン）管、反射傘、発光部窓、及びトリガーコイルで構成
される。反射傘及び発光部窓により、撮像対象となる領域（以下、撮影画角という。）に
ストロボ光が集光するように配光角度が決められる。すなわち、反射傘及び発光部窓によ
り撮影画角内の被写界に光を集めることで、集光効率を高めることができる。発光部１１
６には、電圧を印加する為に発光部１１６から延びるＸｅ管とトリガーコイルの入力端子
（不図示）が設けられる。入力端子は発光部フレキ３０２と半田付けにより接続される。
【００２２】
　発光部ホルダ３０３は、収納部３０３ａ内に発光部１１６を収納する。収納部３０３ａ
の後側には、発光部フレキ３０２を引き出すための挿通口３０３ｂが形成されている。発
光部１１６は、発光部ホルダ３０３の挿通口３０３ｂに発光部フレキ３０２を挿通させた
状態で収納部３０３ａに収納される。発光部１１６が収納された発光部ホルダ３０３に対
し、上部から発光部カバー３０４で覆うことにより、発光部１１６がケーシングされる。
側方からビス３０５を締結して発光部カバー３０４が発光部ホルダ３０３に固定される。
これにより、発光部ユニット３０１の組立が完了する。
【００２３】
　発光部ユニット３０１にはアーム部３０６が組み付けられる。アーム部３０６は、アー
ム部材３０７、アームカバー部材３０８、磁石３０９により構成される。アーム部材３０
７は、鉄等の軟磁性材料で形成されている。アームカバー部材３０８は、磁気を透過させ
る合成樹脂材料で形成されている。ストロボユニット１０７には、発光部ユニット３０１
の上下の配光方向を規制するためのリンク機構が組み付けられている。アーム部材３０７
には、リンク機構を構成する第１リンク部材Ａ３０７ａと第２リンク部材Ｂ３０７ｂがそ
れぞれリンクピン３０７ｃにてカシメ保持されている。第２リンク部材Ｂ３０７ｂがカシ
メ保持されている側とは反対側に、フォロアピン３０７ｄがカシメ保持されている。すな
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わち、第１リンク部材Ａ３０７ａの他方端は、第２リンク部材Ｂ３０７ｂに軸支されてい
る。第２リンク部材Ｂ３０７ｂのフォロアピン３０７ｄがフォロワ部として機能する。
【００２４】
　発光部ホルダ３０３の後側の底面には、一対の軸受部３０３ｃが設けられている。アー
ム部材３０７は、第１バネ３１０及び第１回動軸３１１を介して一対の軸受部３０３ｃに
回動自在に取り付けられる。すなわち、アーム部材３０７の一方端は、発光部ホルダ３０
３に軸支されている。発光部ホルダ３０３の片側底面部には、リンクビス締結穴部３０３
ｄが設けられている。リンクビス締結穴部３０３ｄは、アーム部材３０７の第１リンク部
材Ａ３０７ａに設けられたビス締結部３０７ｅと、リンクビス３１２で締結される。すな
わち、第１リンク部材Ａ３０７ａの一方端は、アーム部材３０７が軸支されている部分と
は異なる部分にて発光部ホルダ３０３に軸支されている。
【００２５】
　第１バネ３１０は、発光部ユニット３０１を撮像装置１０１の装置本体部から突出させ
る方向に向けて付勢している。すなわち、第１バネ３１０は、アーム部材３０７に対して
発光部ホルダ３０３を発光位置に向けて付勢する第１付勢部材である。発光部ユニット３
０１が発光位置にあるポップアップ状態のときに発光部フレキ３０２が露出しないように
、発光部フレキ３０２を覆うアームカバー部材３０８がアーム部材３０７に組み付けられ
る。磁石３０９は、アームカバー部材３０８に高精度で位置決めされた状態で収容されて
、接着剤により固定される。その後、ビス３１３によりアームカバー部材３０８がアーム
部材３０７に固定されることで、発光部アームユニット３１４の組立が完了する。すなわ
ち、アームカバー部材３０８は、アーム部材３０７のうち、アーム部材３０７が収納部３
１５ａに収納されたときに、収納部３１５ａと対向する面に固定されている。そして、発
光部フレキ３０２の一部がアームカバー部材３０８に保持されている磁石３０９とアーム
部材３０７との間に配置されている。なお、アーム部材３０７にアームカバー部材３０８
が固定された状態でも、発光部フレキ３０２の移動に必要な空間が確保される。
【００２６】
　発光部アームユニット３１４は、ベース部材であるストロボベース３１５の上部に凹部
として形成された収納部３１５ａに収納される。ストロボベース３１５の前面には、挿通
口３１５ｂ，３１５ｃが形成されている。挿通口３１５ｂ，３１５ｃは、発光部フレキ３
０２を、ストロボベース３１５の後側に配置されるストロボ基板３１６へ引き廻すために
用いられる。ストロボ基板３１６は発光部１１６の発光制御用の回路基板である。
【００２７】
　発光部アームユニット３１４をストロボベース３１５の収納部３１５ａに収納する際に
は、発光部フレキ３０２を挿通口３１５ｂに通して発光部フレキ３０２をストロボベース
３１５の前面に引き出しておく。そして、ストロボベース３１５に設けた一対の軸受部３
１５ｅに対し、第２バネ３１７及び第２回動軸３１８を介してアーム部材３０７が回動可
能に取り付けられる。すなわち、アーム部材３０７の他方端は、ストロボベース３１５に
軸支されている。そのときに、第２リンク部材Ｂ３０７ｂに設けられたフォロアピン（フ
ォロア部）３０７ｄが、ストロボベース３１５のカム溝部（第１カム部）３１５ｄに入り
込む。これにより、ストロボユニット１０７がポップアップ動作をするときに、フォロア
ピン３０７ｄがカム溝部３１５ｄに沿って移動するので、ポップアップ動作中における発
光部ユニット３０１の回動を規制することができる。つまり、第１リンク部材Ａ３０７ａ
、第２リンク部材Ｂ３０７ｂおよびカム溝部３１５ｄは、発光部ユニット３０１の回動を
規制する第２規制部を構成する。
【００２８】
　一対の軸受部３１５ｅは、撮像装置１０１の高さ方向において上側で、かつ撮像装置１
０１の前後方向において前側に配置されるので、ストロボ光のケラレに対して有利となる
。つまり、外装部を構成するトップカバーユニット１０８の直下に一対の軸受部３１５ｅ
が配置される。第２バネ３１７は、発光部ユニット３０１を撮像装置１０１の装置本体部
から突出させる方向に付勢している。
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【００２９】
　その後、発光部フレキ３０２を１８０度曲げて挿通口３１５ｃへ通す作業が行われる。
ストロボベース３１５の後側に固定されるストロボ基板３１６へ発光部フレキ３０２が引
き廻されて、ストロボ基板３１６に配置されたコネクタ（不図示）に接続される。このよ
うにすることで、発光部ユニット３０１が発光位置に来ているポップアップ状態において
も、発光部フレキ３０２が露出する部分を最小限に抑えることができる。発光部フレキ３
０２をストロボベース３１５の後側に配置したストロボ基板３１６に接続することができ
る。
【００３０】
　ストロボ基板３１６には磁気センサ３１６ａが実装されており、これはアームカバー部
材３０８に固定された磁石（永久磁石）３０９の磁気を検出する磁気検出部である。磁気
センサ３１６ａは、磁石３０９との距離に応じて信号を出力し、出力信号は発光部ユニッ
ト３０１の発光不可状態／発光可能状態の切り替えを制御する制御部３１６ｂに入力され
る。すなわち、制御部３１６ｂは、磁気センサ３１６ａの出力に基づいて発光部ユニット
３０１の発光制御を行う。
【００３１】
　ストロボベース３１５には、発光部ユニット３０１を収納状態にて保持するためのスト
ロボ係合部材３１９が組み込まれている。ストロボ係合部材３１９はストロボベース３１
５に対して摺動可能な状態で支持される。ストロボ係合部材３１９は傾斜部３１９ａを有
し、バネ３２０とストロボ係合保持部材３２１、ビス３２２によって常に付勢されている
。ストロボ係合部材３１９がバネ３２０によって付勢されているので、発光部ユニット３
０１の収納時には、ストロボ係合部材３１９が常に発光部ホルダ３０３の被係合部３０３
ｅと係合し、発光部ユニット３０１が収納状態で保持される。ストロボ係合保持部材３２
１には、付勢部（第２付勢部材）３２１ａが形成されている。
【００３２】
　ストロボベース３１５の下部３１５ｇには、コンデンサ３２３が両面テープ３２４によ
り固定される。コンデンサ３２３には一対のリード線（＋）３２５，リード線（－）３２
６が半田付けされている。これらのリード線はストロボ基板３１６と不図示の箇所で半田
付けされて電気的に接続される。また、ストロボベース３１５の収納部３１５ａの前縁部
には、複数のリブ３１５ｈが形成されている。
【００３３】
　次に図４から図７を参照して、ストロボユニット１０７の動作を説明する。
　図４（Ａ）は、ストロボユニット１０７の発光部アームユニット３１４の収納状態を示
す側面図である。図４（Ｂ）は、発光部アームユニット３１４にて、第２回動軸３１８を
中心として第２バネ３１７の付勢力により、アーム部３０６が６度の角度で回動した状態
を示す側面図である。図５（Ａ）は、発光部アームユニット３１４にて、第２回動軸３１
８を中心として第２バネ３１７の付勢力により、アーム部３０６が１５度の角度で回動し
た状態を示す側面図である。図５（Ｂ）は、図５（Ａ）の状態において、さらにストロボ
ベース３１５とトップカバーユニット１０８を示す断面図である。図６（Ａ）は、発光部
アームユニット３１４にて、第２回動軸３１８を中心として第２バネ３１７の付勢力によ
り、アーム部３０６が４０度の角度で回動した状態を示す側面図である。図６（Ｂ）は、
図６（Ａ）の状態の撮像装置１０１の側面図であり、発光部アームユニット３１４とチル
ト液晶ユニット１１０との関係を示す図である。図７（Ａ）は、発光部ユニット３０１が
発光位置までポップアップした状態を示す側面図であり、図７（Ｂ）は断面図である。な
お、簡略化のため、各図にて説明に必要ない部分を省略している。
【００３４】
　図４（Ａ）に示す発光部アームユニット３１４の収納状態において、第１回動軸３１１
と被係合部３０３ｅが近接している。そのため、ストロボ係合部材３１９は、第１バネ３
１０が第１回動軸３１１を中心に回転付勢（矢印Ａ方向参照）するのを抑えることができ
ない。この場合、発光部ユニット３０１が矢印Ａ方向に回転してしまう現象、いわゆる「
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浮き」が発生する可能性がある。そこで、「浮き」を抑えるために、ストロボ係合保持部
材３２１の付勢部３２１ａは、発光部ホルダ３０３のカム部（第２カム部）３０３ｆを矢
印Ｂ方向に付勢している。矢印Ｂ方向は、発光部ホルダ３０３が第１回動軸３１１を中心
として回転する方向であって、かつ第１バネ３１０の付勢方向（矢印Ａ方向）とは逆方向
である。すなわち、矢印Ｂ方向は、第１バネ３１０の付勢力に抗する方向となる。さらに
、カム部３０３ｆに対する付勢部３２１ａの付勢位置は、第１回動軸３１１からなるべく
離れた位置に設定される。つまり、第１回動軸３１１からなるべく離れた位置で付勢部３
２１ａによりカム部３０３ｆを付勢することにより、付勢部３２１ａの付勢力が小さくて
も、第１バネ３１０の付勢力よりも大きな回転モーメントを与えることができる。よって
、「浮き」の発生を抑えられる。発光部ホルダ３０３に設けられたカム部３０３ｆと、前
方向にカム部３０３ｆを付勢する付勢部３２１ａは、第１バネ３１０の付勢力に抗して発
光部ホルダ３０３の回動を規制する第１規制部を構成する。
【００３５】
　発光部ユニット３０１は付勢部３２１ａの付勢力を受けて回転しようとするが、発光部
カバー３０４の一部であるツバ部３０４ａがストロボベース３１５のリブ３１５ｈに当接
するので、発光部ユニット３０１は収納状態にて水平姿勢を維持できる。
【００３６】
　図４（Ｂ）は、発光部アームユニット３１４が、第２回動軸３１８を中心として第２バ
ネ３１７の付勢力によって、矢印Ｃ方向に６度回動した状態を示す。ストロボユニット１
０７を使用する際に、まず、撮影者はストロボレバー１０６（図１参照）を押し下げる。
ストロボレバー１０６の不図示の腕部が、ストロボ係合部材３１９の傾斜部３１９ａと摺
動し、ストロボ係合部材３１９は発光部ホルダ３０３の被係合部３０３ｅとの係合が離れ
る方向に移動するため、被係合部３０３ｅとの係合が解除される。バネ３１０，３１７の
付勢力により、アーム部３０６が第２回動軸３１８を中心に回動（矢印Ｃ方向参照）する
とともに、発光部ユニット３０１が第１回動軸３１１を中心にして、第１バネ３１０の付
勢力により発光位置に向けて回動（矢印Ａ方向参照）する。発光部ユニット３０１とアー
ム部３０６がそれぞれ回動する際、発光部ユニット３０１は、前記のように付勢部３２１
ａの矢印Ｂ方向への付勢力により、後方（矢印Ａ方向）に回動不可となるように規制され
る。発光部アームユニット３１４は、第２回動軸３１８を中心として第２バネ３１７の付
勢力により、矢印Ｃ方向に回動する。
【００３７】
　図５は、発光部ホルダ３０３が収納位置と発光位置との中間位置まで移動した状態を示
している。図５（Ａ）に示す状態では、図４（Ｂ）の状態と同様に、発光部ユニット３０
１は、付勢部３２１ａの矢印Ｂ方向への付勢力により、後方（矢印Ａ方向）に回動不可と
なるように規制される。発光部アームユニット３１４は、第２回動軸３１８を中心として
第２バネ３１７の付勢力により、矢印Ｃ方向に回動する。このときに、図５（Ｂ）に示す
ように、後方にトップカバーユニット１０８などの部品が存在している場合、発光部ホル
ダ３０３は付勢部３２１ａにより、撮像装置１０１の後方（矢印Ａ方向）に向けた回動が
規制される。よって、発光部ホルダ３０３とトップカバーユニット１０８との干渉を回避
できる。図４（Ａ）に示す状態から図５（Ａ）に示す状態までの間には、第１規制部およ
び第２規制部によって、第１バネ３１０の付勢力に抗してアーム部材３０７に対する発光
部ホルダ３０３の回動が規制される。
【００３８】
　図６（Ａ）に示す状態にて発光部ユニット３０１は、付勢部３２１ａに対して十分にポ
ップアップしている。よって、発光部ホルダ３０３のカム部３０３ｆは、付勢部３２１ａ
に接触することはない。また、発光部ホルダ３０３は第１バネ３１０の付勢力により、第
１回動軸３１１を中心として後方（矢印Ａ方向）に回転する。
　発光部ホルダ３０３の動作に連動して、アーム部材３０７の第１リンク部材Ａ３０７ａ
が動作する。第１リンク部材Ａ３０７ａと第２リンク部材Ｂ３０７ｂは、リンクピン３０
７ｃで互いに回動するように連結されている。第２リンク部材Ｂ３０７ｂは、アーム部材
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３０７に形成されているリンクピン３０７ｃを中心に回転する。すなわち、第２リンク部
材Ｂ３０７ｂは、アーム部材３０７に対して回動可能に取り付けられている。第２リンク
部材Ｂ３０７ｂにカシメ保持されているフォロアピン３０７ｄが矢印Ｄ方向に移動し、ス
トロボベース３１５のカム溝部３１５ｄの壁面部３１５ｉに当接する。よって、フォロア
ピン３０７ｄに連動して動作する発光部ユニット３０１は、撮像装置１０１の後方（矢印
Ａ方向）に殆ど煽られずに回動する。アーム部３０６のポップアップ動作と連動して、カ
ム溝部３１５ｄの壁面部３１５ｉに対してフォロアピン３０７ｄが摺動する。
【００３９】
　本実施形態では、ストロボベース３１５のカム溝部３１５ｄとフォロアピン３０７ｄは
、砂やゴミが内部に侵入して詰まらないように、若干のクリアランスが設けられている。
つまりフォロアピン３０７ｄの径より、カム溝部３１５ｄの幅が広い。よって、クリアラ
ンスの分だけ、発光部ユニット３０１は、第１回動軸３１１を中心に撮像装置１０１の後
方（矢印Ａ方向）に煽られつつ回動してしまう可能性がある。しかし、図６（Ｂ）に示す
ように、発光部アームユニット３１４は、上方かつ前方に十分にポップアップした後に、
カム溝部３１５ｄ及びフォロアピン３０７ｄ（第２規制部）が発光部ユニット３０１の第
１回動軸３１１中心での矢印Ａ方向への回転を主に規制する。発光部ユニット３０１が仮
に、第１回動軸３１１を中心に第１バネ３１０の付勢力により後方（矢印Ａ方向）に煽ら
れるように回動しても、後方に存在するチルト液晶ユニット１１０などの部品に接触する
ことはない。
【００４０】
　図７は、発光部ホルダ３０３が発光位置まで移動した状態を示している。図７（Ｂ）に
示すように、発光部ユニット３０１が発光位置までポップアップした状態では、アーム部
材３０７の一部がストロボベース３１５のストッパ面部３１５ｆに当接する。これにより
、第２バネ３１７によるアーム部３０６の付勢方向（矢印Ｃ方向）への回動が規制される
。また、発光部ホルダ３０３の一部がアーム部材３０７のストッパ面部３０７ｅに当接す
ることにより、第１バネ３１０による発光部ホルダ３０３の付勢方向（矢印Ａ方向）への
回動が規制される。こうして、発光部ユニット３０１が発光位置にて保持される。図６（
Ａ）に示す状態から図７（Ａ）に示す状態の間には、第２規制部によって、第１バネ３１
０の付勢力に抗してアーム部材３０７に対する発光部ホルダ３０３の回動が規制される。
このとき、第１規制部は、アーム部材３０７に対する発光部ホルダ３０３の回動を規制し
ない。
【００４１】
　本実施形態によれば、２つの回動軸を用いたポップアップ式ストロボユニットにおいて
、ストロボ発光部が装置本体部の後方に煽られずに品位良くポップアップ動作をすること
ができる。
　なお、本発明の構成は、上記実施形態に例示したものに限定されることなく、材質、形
状、寸法、形態、数、配置箇所等を、本発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜変更可
能である。
【符号の説明】
【００４２】
　１０１　撮像装置
　１１６　発光部
　３０１　発光部ユニット
　３０３　発光部ホルダ
　３０３ｆ　カム部
　３０７　アーム部材
　３１０　第１バネ（第１付勢部材）
　３１１　第１回動軸
　３１５　ストロボベース（ベース部材）
　３１５ｄ　カム溝部（カム部）
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　３１７　第２バネ
　３１８　第２回動軸
　３２１　ストロボ係合保持部材
　３２１ａ　付勢部（第２付勢部材）

 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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